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t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

思いやりのある『伊万里っ子』になって
伊万里っ子しぐさ日めくりカレンダーを改訂

ク
ラ
ブ
か
ら
30
万
円
の
寄
付
を
受

け
て
い
ま
す
。
４
月
26
日
、
配
布

先
を
代
表
し
て
立
花
小
学
校
で
配

布
式
が
あ
り
ま
し
た
。
森
哲
也
教

育
長
、
前
田
吉
彦
さ
ん
（
伊
万
里

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
）、
黒
川

敦
子
さ
ん
（
市
小
中
学
校
連
合
Ｐ

Ｔ
Ａ
事
務
局
）
か
ら
、
立
花
小
学
校

６
年
生
の
児
童
代
表
の
３
人
に
カ

レ
ン
ダ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
児
童
は
「
新
し
い
カ

レ
ン
ダ
ー
が
来
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
教
室
に
か
け
た

り
、
給
食
の
時
間
に
紹
介
し
た
り
し

て
、
伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ
を
み
ん
な

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

↑前田会長（後列左）などからカレンダーを受け取った児童（前列）

　
市
は
、
伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ
日

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
８
年
ぶ
り

に
改
訂
し
、
市
内
の
小
・
中
学
校

な
ど
84
か
所
へ
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
児
童
や
生

徒
に
日
頃
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を

考
え
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
こ

と
で
、
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

な
ど
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
、
平

成
21
年
度
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
改
訂
は
、
内
容
に
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
で
て
き
た
こ

と
や
、
傷
み
が
進
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
よ
り
丈
夫
で
内
容
の
充
実

し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
行
い
ま

し
た
。
作
成
費
用
62
万
８
０
０
０

円
の
う
ち
、
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ

気になるお店の前で足
を止める買い物客。時
がたつのも忘れて真剣
に品定めです。４月
29 日から５日間、秘
窯の里・大川内山で窯
元市が開催されました。
好天に恵まれた最終日
の５月３日、露店が設
けられた通りは多くの
人でにぎわいました。

今月の表紙

−
−

−
−
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特 集 １

あの日から50年、今、防災を考える
〜昭和42年大水害から50年、『市民防災の日』制定から10年〜

● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（☎㉓２１３０）

　
今
年
は
、
昭
和
42
年
の
大
水
害

か
ら
50
年
、
ま
た
、
こ
の
大
水
害

を
教
訓
と
し
た
『
市
民
防
災
の
日
』

（
７
月
９
日
）
の
制
定
か
ら
10
年
の

節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
昭
和
42
年
７
月
９
日
に
伊
万
里

市
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、
午
前

12
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
わ
ず

か
２
時
間
に
、
１
４
４
ミ
リ
と
い

う
脅
威
的
な
降
雨
量
を
記
録
し
ま

し
た
。
市
内
各
地
で
山
腹
を
崩
壊

さ
せ
、
河
川
を
氾
濫ら

ん

さ
せ
た
こ
の

豪
雨
は
、
死
者
12
人
、
重
軽
傷

者
４
３
５
人
、
住
家
の
全
半
壊

１
８
２
件
に
の
ぼ
る
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
む
伊
万
里
市
は
、

長
雨
や
台
風
な
ど
の
水
害
や
、
土

砂
災
害
の
危
険
が
大
き
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
市
域
の
ほ
と
ん
ど

が
玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ

ロ
圏
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子

力
災
害
へ
の
備
え
も
必
要
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
不
安
を
安
心

に
変
え
る
の
は
、
知
識
と
準
備
、

そ
し
て
早
め
の
行
動
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
心
が
け
て
お
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連

絡
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨
の
日
を

利
用
し
て
、
事
前
に
水
の
流
れ
な

ど
に
も
注
目
し
た
り
、
水
没
し
や

す
い
道
路
や
、
少
し
の
雨
で
も
水

か
さ
が
増
す
川
な
ど
を
確
認
し
た

り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
の
よ
う
に
大
規
模
な
災
害
の
場

■
集
中
豪
雨

　
集
中
豪
雨
は
、
梅
雨
の
終
わ
り

ご
ろ
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
狭
い

地
域
に
限
ら
れ
突
発
的
に
降
る
た

め
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
、
中
小

河
川
の
氾
濫ら
ん

や
土
石
流
、
崖
崩
れ

な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
の

周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
個
所
が

あ
る
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
台
　
風

　
九
州
は
、
台
風
の
襲
来
が
多
い

地
域
で
す
。
進
路
の
右
側
が
強
風

に
な
り
や
す
い
た
め
被
害
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
台
風
の
規
模
や
襲

来
時
間
は
事
前
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
雨
や
風
が
強
く
な
る
前

か
ら
早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
　
震

　
日
本
は
、
世
界
有
数
の
地
震
多

発
国
で
す
。
恐
ろ
し
い
の
は
、い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
知
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
で
す
。
慌
て
ず

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
心

が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１ 

自
然
災
害
へ
の
備
え

危険を感じたら 早めの避難と連絡を
大雨・洪水警報などの気象警報発表時や市内で震度４以上の地震が発生
した際は、市は災害情報連絡室を設置し、情報収集と対応にあたります。
▷その際は、各町・地区公民館を自主避難所として開設し、避難する人

の受け入れを行います。
▷大雨・台風・地震などで身の危険を感じた場合は、早めに指定の避難

所（次ページ参照）に避難してください。
▷災害が発生する恐れがある場合や、災害が発生したときは、まず身の

安全を確保し、市に連絡してください。

■
津
　
波

　
海
底
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地

震
が
起
こ
る
と
、
津
波
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
岸
付
近

で
地
震
を
感
じ
た
ら
、
急
い
で
高

い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
の
周
囲
の
点
検
と
整
備

　
雨
ど
い
や
側
溝
を
掃
除
し
て
、

水
の
流
れ
を
良
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
壁
や
塀
な
ど
に

破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
し
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
修
理

や
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。
崩
れ
や

す
い
崖
な
ど
、
家
の
周
り
の
危
険

箇
所
を
調
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
避
難
所
な
ど
の
確
認

　
避
難
所
や
避
難
経
路
、
家
族
が

　
自
然
災
害
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
の
原
因
や
状
況
、
対
策
の
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

６月は土砂災害防止月間

＿ 
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う 

＿
合
は
、
被
災
者
に
支
援
物
資
が
届
く

ま
で
に
数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
災
害
時
の
混
乱
を
少
し
で

も
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
を

準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
３

日
分
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

乾
パ
ン
、
飲
料
水
、
衣
類
、
貴

重
品
な
ど

▽
備
蓄
品
の
例

飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
衣
類
、

毛
布
な
ど
。
食
品
は
、
ふ
だ
ん

食
べ
る
レ
ト
ル
ト
食
品
や
カ
ッ

プ
め
ん
な
ど
を
多
め
に
買
い
、

消
費
し
た
ら
そ
の
分
を
補
充
す

る
と
い
う
『
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
』
で
備
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

土砂災害は、降雨などによって突
然発生し、私たちの生命や財産を
一瞬にして奪い、深刻な被害をも
たらします。

● 土砂災害と雨量の関係
土砂災害のほとんどは、梅雨や台
風の時期に発生しています。地質
や傾斜などによって異なります
が、１時間に20ミリ以上、降り
始めから100ミリ以上の雨が続
くと、土砂災害の危険が高まるた
め、十分な警戒が必要です。

▷崖
がけ

崩れ　しみ込んだ水分が土の抵
抗力を弱め、弱くなった人工的な
台地の急斜面などが突然崩れ落
ちます。
前ぶれ：小石が落ちてくる / 崖か

らの水が濁る / 斜面のひ
び割れ 

▷地すべり　ゆるやかな斜面で、地
中の粘土層が地下水の影響で動き
出します。
前ぶれ：崖から水が吹き出す/井

戸や沢の水が濁る/地面
のひび割れ

▷土石流　谷や斜面にたまった土砂
などが、大雨による水と一緒に一
気に流れ出します。
前ぶれ：山鳴りがする / 川が濁

る / 雨が降り続いている
のに川の水位が下がる

(1) 

日
頃
か
ら
備
え
て
お
こ
う

　
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
準
備
や
心
構
え
が
必
要
で
す
。
突
然
起
き
る

災
害
に
慌
て
ず
に
済
む
よ
う
、
備
え
て
お
く
べ
き
主
な
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
会
社
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
））
が
提
供
す
る

エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
の
緊
急
速
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
災

害
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
市
内
に

あ
る
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
を
行

い
ま
す
。

▽
配
信
情
報
の
種
類

　
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
（
緊
急
）、

津
波
警
報
、
国
民
保
護
情
報
な
ど

▽
配
信
エ
リ
ア

　
市
内
全
域
（
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、

一
時
的
に
エ
リ
ア
内
に
い
る
観

光
客
な
ど
も
受
信
で
き
ま
す
）

※
受
信
料
は
無
料
で
す
。

▽
注
意
事
項

　
機
種
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受

信
可
能
機
種
の
確
認
や
、
機
種

ご
と
の
受
信
設
定
方
法
・
別
の

携
帯
電
話
会
社
で
の
受
信
な
ど

に
つ
い
て
は
、
各
携
帯
電
話
会

社
の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特 集 １　あの日から 50年、今、防災を考える

(2) 

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
活
用
し
よ
う

　
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
情
報
を
１

秒
で
も
早
く
入
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
を
入
手
し
、
避
難

な
ど
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
気
象
情
報

　
気
象
台
で
は
、
気
象
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
防
災

気
象
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ

ン
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

佐
賀
県
あ
ん
あ
ん
メ
ー
ル
な
ど
で

確
認
で
き
ま
す
。

▽
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報

　
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪
水
害

の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は
避
難

の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
高
齢
者
な
ど
は
早
め
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
砂
災
害
警
戒
情
報

崖
の
近
く
な
ど
、
土
砂
災
害
の

危
険
が
あ
る
場
所
で
は
速
や
か

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
別
警
戒

災
害
の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は

避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
外
出

が
危
険
な
場
合
は
家
の
２
階
な

ど
の
高
い
所
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
気
象
台

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
０
２
５
）

防災行政無線の試験運用を開始します

平成 28 年度から 30 年度にかけて、災害時や緊急時に市民の皆さんへ情

報を迅速にお伝えすることができる防災行政無線を整備しており、平成

29 年８月から本格運用をするまでの間、整備ができた施設から順次、試

験運用を開始します。

【防災行政無線で放送する主な内容】

【整備イメージ】

【防災行政無線のほかにもいろいろな手段で情報をお知らせします】

　①緊急速報メール（エリアメール）　②登録メール（防災ネットあんあん）

　③市ホームページ、フェイスブック、ツイッター

　④ケーブルテレビ　⑤電話自動応答装置

１　災害関連情報

　・緊急地震速報

　・土砂災害警戒情報の伝達

　・特別警報

　・避難準備・高齢者等避難開始の発令

　・避難勧告の発令

　・避難指示（緊急）の発令

２　行政関連情報

　・国民保護（武力攻撃）

　・凶悪事件の発生

　・危険動物の出没

　・緊急の断水情報

　・火災情報

　・時報（12:00、17:00）

避難勧告などの『避難情報』の

名称が変更されました

平成 28 年８月の台風 10 号による水

害では、『避難準備情報』の意味する

ところが伝わっておらず、適切な避難

行動がとられなかったことを踏まえ、

国は高齢者などが避難を開始する段階

であることを明確にするなどの理由か

ら、避難情報の名称を下のとおりに変

更しています。

（変更前）　『避難準備情報』

（変更後）　『避難準備・高齢者等避難

　　　　　 開始』

（変更前）　『避難勧告』

（変更後）　『避難勧告』

（変更前）　『避難指示』

（変更後）　『避難指示（緊急）』
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町・地区 指定緊急避難場所 指定避難所

伊万里
伊万里公民館、伊万里小学校グラウ
ンド、啓成中学校グラウンド、市民
センターお祭り広場

伊万里公民館 ２３−９９８８ 伊万里小学校 ２３−４１２８

啓成中学校 ２２−３６００ 生涯学習センター ２２−１２６２

牧　島 牧島公民館、牧島小学校グラウンド、
啓成中学校グラウンド 牧島公民館 ２２−５７８３ 啓成中学校 ２２−３６００

大　坪 大坪公民館、大坪小学校グラウンド、
伊万里中学校グラウンド、国見台公園

大坪公民館 ２３−９８９８ 大坪小学校 ２３−６１４８
伊万里中学校 ２３−４１５８

立　花 立花公民館、立花小学校グラウンド、
国見台公園

立花公民館 ２０−４５６７ 立花小学校 ２３−２１００
同和教育集会所 ２２−７４６２

大川内 大川内公民館、大川内小学校グラウンド 大川内公民館 ２３−２７７４ 大川内小学校 ２３−２５４２

黒　川 黒川公民館、東黒川運動広場、青嶺
中学校グラウンド

黒川公民館 ２７−０００１ 青嶺中学校 ２７ー００５３
林業研修センター ２７−１１６９

波多津 波多津老人憩いの家、波多津小学校
駐車場、青嶺中学校グラウンド

波多津老人憩いの家 ２５−０８９０ 波多津小学校校舎 ２５ー００６４
青嶺中学校 ２７−００５３

南波多 南波多公民館、南波多小学校グラウン
ド、南波多中学校グラウンド

南波多公民館 ２４−２００１ 南波多小学校 ２４ー２００７
南波多ミニスポーツ会館 ー 南波多中学校校舎 ２４ー２００８

大　川
大川町コミュニティーセンター、大
川小学校グラウンド、東陵中学校グ
ラウンド、大川運動広場

大川コミュニティセンター ２９−２００１ 大川小学校 ２９ー２００５
東陵中学校 ２６−２０１２ 隣保館 ２９ー２０８８
大川体育館 ー

松　浦 松浦公民館、松浦小学校グラウンド、
東陵中学校グラウンド、松浦運動広場

松浦公民館 ２６−２００１ 松浦小学校 ２６ー２０５０
東陵中学校 ２６−２０１２

二　里 二里公民館、二里小学校グラウンド、
国見中学校グラウンド、国見台公園

二里公民館 ２３−３０２４ 二里小学校 ２３ー３４６３
国見中学校 ２３−５１９５

東山代
東山代公民館、東山代小学校グラウ
ンド、国見中学校グラウンド、滝野
小中学校グラウンド

東山代公民館 ２８−０００１ 東山代小学校 ２８ー００２４

国見中学校 ２３−５１９５ 滝野小中学校校舎 ２８ー００２３

山　代
山代公民館、山代東小学校グラウン
ド、山代西小学校グラウンド、山代
中学校グラウンド、浦ノ崎運動広場

山代公民館 ２８−２００１ 山代東小学校体育館 ２８ー２００９

山代西小学校 ２８−３０１５ 山代中学校 ２８ー２０２６

■避難するときの注意
▷大雨警報発表時など、災害が発生する恐れがある場合は、各町公民館に市職員が待機しています。避難する場合は、

まず各町公民館に避難してください。
▷その他の指定避難所は、休日や夜間などに無人となることがあります。事前に電話などで確認のうえ避難してください。
▷指定緊急避難場所としている小・中学校のグラウンドなどは、突発的に大規模な災害が発生し、市の災害対策本部か

ら指示があるまでの間、一時的に避難する場所です。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、関
係
機
関
（
左
の
【
表
１
】）

が
対
応
し
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
は
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
た
と
き
は
、
早
め
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

■緊急時には携帯電話でも情報を確認できます
地震発生などの緊急情報は、携帯電話やスマートフォン、タブレットでも確認できます。
外出時の情報収集にお役立てください。市ホームページアドレスは次のとおりです。
http://www.city.imari.saga.jp/

※ 九州電力の携帯サイトにもリンクしています。

こんなとき（状況） 機関名 電話番号

地すべり、崖
がけ

崩れ、道路の損壊、河川の
増水などのとき

伊万里市役所 　２３−２１１1

伊万里土木事務所 　２３−４１５１

災害により生命、身体、財産に危害が及
びそうなとき 伊万里警察署 　１１０　または

　２３−３１４４
災害が発生したとき、けが人や病人がで
たとき 伊万里消防署 　１１９　または

　２３−２１１９

水道管の破裂などのとき 伊万里市水道部 　２３−５４００

停電などのとき（波多津地区を除く） 九州電力株式会社
武雄営業所

フリーダイヤル
０１２０−９８６−３０４

停電などのとき（波多津地区） 九州電力株式会社
唐津営業所

フリーダイヤル
０１２０−９８６−３０１

(3) 

も
し
も
の
と
き
は
早
め
に
通
報
を

確認を！　いざという時の 指定緊急避難場所・指定避難所一覧表

【表１】災害時における関係機関連絡先
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町・地区 避難所

伊万里（全世帯） 有田町（黒牟田街なみ集
会場など32避難所）

牧　島（全世帯） 有田町（有田町体育セン
ターなど 10 避難所）

大　坪（全世帯） 太良町（自然休養村管理
センターなど16避難所）

立　花（全世帯） 鹿島市（林業体育館など
19 避難所）

大 川 内（ 岩 谷・
市山・正力坊）

武雄市（川登中学校の１
避難所）

大川内（上記を
除く）

嬉野市（塩田工業高等学
校など 12 避難所）

黒　川（全世帯） 武雄市（武内小学校など
７避難所）

特 集 １　あの日から 50年、今、防災を考える

町・地区 避難所

波多津（全世帯） 武雄市（橘公民館など８
避難所）

南波多（全世帯） 武雄市（北方スポーツセ
ンターなど７避難所）

大　川（全世帯） 鹿島市（鹿島高等学校な
ど７避難所）

松　浦（全世帯） 嬉野市（塩田中学校など
６避難所）

二　里（全世帯） 嬉野市（嬉野高等学校な
ど 36 避難所）

東山代（全世帯） 武雄市（朝日小学校など
12 避難所）

山　代（全世帯） 武雄市（武雄高等学校な
ど 18 避難所）

２ 

原
子
力
災
害
へ
の
備
え

　
市
で
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、佐
賀
県
か
ら
市
内
全
域
が
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

の
指
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
市
原
子
力
災
害
避
難
計
画
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
市
原
子
力
避
難
計
画
の
概
要

●

避
難
先

▽
す
べ
て
の
市
民
は
、
玄
海
原
子

力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏
外
の
市

町
に
避
難
し
ま
す
。

▽
自
治
会
ご
と
に
同
一
の
避
難
所

（
地
域
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

●

避
難
方
法

▽
原
則
と
し
て
自
家
用
車
を
利
用

し
て
避
難
し
ま
す
。

▽
自
家
用
車
で
の
避
難
が
で
き
な

い
人
は
、
近
所
の
人
の
車
に
乗

原発事故発生の情報
原発事故の状況について、国、県、
市のそれぞれから情報を伝達します。

原子力事業者（九州電力）

国

佐賀県

伊万里市

伊万里市民

防災活動の指示
屋内退避や避難指示などは、国の指示
に基づき市から伝達します。

【伝達方法】
▷テレビ・ラジオ放送   ▷区長、地区防災会による連絡
▷消防団による広報　  ▷ケーブルテレビの緊急放送
▷市ホームページ掲載  ▷緊急速報メール配信 など

原発事故発生時の情報伝達経路

　
り
合
わ
せ
る
か
、
市
が
指
定
す

る
集
合
場
所
に
集
合
し
、
市
公

用
車
、
県
が
手
配
す
る
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
、
自
衛
隊
の
車
両
な

ど
を
利
用
し
て
避
難
し
ま
す
。

●

避
難
経
路

▽
主
要
避
難
経
路
（
幹
線
道
路
）
を

通
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

▽
主
要
避
難
経
路
か
ら
避
難
所

（
施
設
）
ま
で
の
間
の
誘
導
は
、

警
察
や
避
難
受
け
入
れ
市
町
の

協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

７月９日は『市民防災の日』です
市は、昭和 42 年７月９日の大水害を教訓とし、その記憶を風化させないために、
また、地域や家庭などにおいて一人一人に防災意識を高めてもらうとともに、市
と市民全体で防災対策を行っていくため、７月９日を『市民防災の日』と定めて
います。当日は、市民ロビーで大水害の写真や防災グッズなどを展示します。今
年はこの『市民防災の日』の制定から 10 年目。この節目に、わが家の防災対策
などについて、家族で話し合ってみましょう。

■市民防災の日関連事業『防災講演会』
● 日　時　７月９日（日）　午後２時〜４時
● 場　所　市民センター 文化ホール
● 内　容　講演ほか
▷演　題　『自主防災組織は地域の要 〜熊本地震から学ぶ〜』
▷講　師　自主防火クラブ 黒髪校区第４町内自治会　会長　交野富清さん

【表２】原子力災害時における伊万里市民の避難所

■
緊
急
時
の
た
め
の
対
応

●

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
備

玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
㌔

圏
内
の
市
民
へ
の
対
応
と
し

て
、
県
は
、
市
内
の
各
町
・
地

区
公
民
館
と
市
内
の
小
・
中

学
校
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
（
成

人
換
算
で
９
万
６
５
０
０
人

分
）
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

●

服
用
の
目
的
・
効
果

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
原
子
力
発

電
所
の
事
故
で
放
出
の
恐
れ
が

あ
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
被

ば
く
を
阻
止
・
低
減
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

※
万
一
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
県
の
指
示

に
よ
り
服
用
し
ま
す
。

■
市
民
の
避
難
所

　
原
子
力
災
害
避
難
計
画
に
基
づ

く
各
町
・
地
区
の
避
難
所
は
右
の

【
表
２
】
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

行
政
区
ご
と
の
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
市
防
災
危
機
管
理
課
や
各
町

公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。
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市
の
ご
み
の
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

　毎年６月５日は、国連により『世界環境デー』と定められ
ています。わが国でも、環境基本法によりこの日を『環境の日』
と定め、６月の１か月間を『環境月間』と位置づけ、全国各
地で普及啓発活動が展開されています。皆さんもこの機会に、
身のまわりの環境について考えてみましょう。　

６月は 環境月間です
特集
2

● 問合先　環境課（　 ☎㉓２１４４、㉓２１４５）

15,000

14,000

13,000

0
H24 H25 H26

単位：t

15,077

H27 H28

15,06315,11015,048

14,490 粗大ごみ

燃えない
ごみ

燃える
ごみ

（年度）総排出量

【グラフ１】
総排出量の推移 　　

平
成
28
年
度
の
市
内
の
ご

み
の
総
排
出
量
は
、
年
間
で

１
万
４
４
９
０
㌧
。
平
成
27
年
度

と
比
べ
て
約
６
０
０
㌧
減
少
し
て

い
ま
す
（【
グ
ラ
フ
１
】）。
ま
た
、

ご
み
の
総
排
出
量
に
対
す
る
資
源

化
量
を
表
す
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、

平
成
27
年
度
の
13
・
０
㌫
か
ら
上

昇
し
、
20
・
６
㌫
と
な
り
ま
し

た
（【
グ
ラ
フ
２
】）。
こ
れ
は
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
『
さ
が
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
が
供
用
を
開

始
し
た
こ
と
に
よ
り
、リ
サ
イ
ク
ル

量
が
増
え
た
た
め
で
す
（
※
）。
市

民
一
人
一
人
の
意
識
の
向
上
に
よ

り
、
市
の
ご
み
減
量
化
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
更
な
る
ご
み
減
量
化

を
目
標
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

（
※
）
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

高
温
で
ご
み
を
溶
か
す
こ
と
に
よ

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
固
形

物
（
ス
ラ
グ
）
や
金
属
類
（
メ
タ
ル
）

を
回
収
で
き
る
方
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

ストップ！不法投棄

↑不法投棄された古タイヤ

不法投棄とは、家電製品や粗大ごみなど家庭や事業所から排出されたごみなどを、
山林や河川、道路などに捨てる行為のことです。市では、パトロールや監視カメラ
設置を行うほか、投棄物を回収・処分し、防止に努めています。市民の皆さんも、
不法投棄を『しない』、『させない』をモットーに防止活動に取り組みましょう。

◆不法投棄を防止するために
不法投棄物は、投棄者が不明の場合、投棄されている土地や建物の所有者が処分しな
ければなりません。不法投棄を防止するためにも、定期的に草刈りを行ったり、柵

さく

やフェ
ンス、警告看板を設置したりするなど、日ごろから意識して管理することが大切です。

【グラフ２】
リサイクル率の推移

リサイクル
率

H24 H25 H26

13.0

20.0

15.0

0
H27 H28

単位：％

13.614.3

14.5

20.6

（年度）リサイクル率
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　市では、まだ食べられるのに捨ててしまっている『食品ロス』を
減らすために、飲食店などでの食べ残しを減らす取り組みの一つで
ある『30・10 運動』を推進しています。
　家族や友人、職場の仲間などと外食や宴会をするときは、一人一
人が「もったいない」を心掛け、適量を楽しく・おいしく食事を楽
しみましょう。

マイバッグ運動は、買い物をするとき、スーパーなどの小売店が渡すレジ袋を
使用せずに、持参した買い物袋やバッグを使おうという運動です。レジ袋を断
ることは、ごみの減量や資源の節約につながります。簡単にできる取り組みで
すので、気軽に始めてみましょう。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

　　
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
消
費
し

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
飲
料
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ス
ー
パ
ー
で
も
ら
う
レ
ジ
袋
は
石

油
か
ら
、
新
聞
紙
や
雑
誌
の
紙
は

主
に
木
材
が
原
料
の
パ
ル
プ
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
全

て
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
。
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、

で
き
る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
こ

と
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は

正
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
れ
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
く
、
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
で
で
き
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
例
と
し
て
、

３
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 小さいものは紙袋に入れて、こぼれないようにしましょう。
※ 紙類を縛るときは、紙

かみ

紐
ひも

を使用してください。
※ アルミ缶とスチール缶は、きちんと分別してください。

瓶　類缶　類

④アルミ缶

⑤スチール缶

⑥一升瓶 ( 茶色・緑色）

⑦ビール瓶

紙　類

①新聞紙

②段ボール

③雑誌など

▷新聞、折り込みチラシ

▷週刊誌、カタログ、トイレッ
　トペーパーの芯

しん

、ティッシュ
　ペーパーの空箱、包装紙など

◆ 3
さんまる

0・1
いちまる

0 運動

◆ リサイクルサンデー

◆ マイバッグ運動

リサイクルサンデーは、地区ごとに毎月１回決められた日曜日に、新聞紙や雑
誌、空き缶、瓶などの家庭から出た資源ごみを分別し、回収する取り組みです。
平成 28 年度は、行政区や子ども会など 184 団体が取り組み、１年間に回収
された資源ごみの量は 894 ㌧でした。

特 集 ２　６月は環境月間です

《 30・10 運動の３つのルール 》
① 注文の際には、適量を注文しましょう
② 乾杯後 30 分間は席を立たず料理を楽しみましょう
③ お開きの前 10 分間は自分の席に戻って、再度料理を楽しみ
   ましょう
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福田地先

七ツ島・北側

七ツ島・西側

七ツ島・南側

　
市
で
は
、
市
内
の
環
境
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
定
期
的
に
大
気
や
水
質

に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
の
測
定
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
環
境
状
況
は
？

◆ 大気質

河川水

市内８地点で、河川の汚濁の程度を示
す BOD（生物化学的酸素要求量）（※）
を測定しました。そのうち、環境基準
が設定されているのは５地点で、平成
28 年度の測定結果は、すべての地点
で環境基準を下回りました。また、過
去３年間の測定値の推移を見ても、す
べて環境基準値以下となっており、市
内の河川環境は良好な状態を維持して
います。

（※）BOD（生物化学的酸素要求量）
有機汚濁物質を微生物によって分
解するときに必要とされる酸素量

河川名 測定地点
測定値 環境

基準H26 H27 H28
有田川 大井手井堰（二里町） 0.7 0.7 0.9

2.0
以下

伊万里川 六仙寺橋（大坪町） 1.0 1.0 0.6

松浦川
馬ン頭堰（松浦町） 1.0 1.0 0.8

井手口川合流点（大川町） 1.2 1.0 0.9

徳須恵川 高瀬橋（南波多町） 1.1 1.1 0.8

（単位：mg/ℓ）

2.0

1.5

1.0

0
H26

（mg/ℓ）

H27 H28

【過去３年間の BOD 測定値の推移】
大井手井堰

六仙寺橋

馬ン頭堰

井手口合流点

高瀬橋

環境基準

（年度）

海　水

伊万里湾内の４地点で、海水の汚濁の
程度を示す COD（化学的酸素要求量）

（※）を測定しました。平成 28 年度の
測定結果は、福田地先で環境基準を上
回りました。原因は、主に窒素やリン
の汚濁負荷量の増加や、海水温の上昇
による植物プランクトンの増殖などが
考えられます。過去３年間の測定値の
中でも、環境基準を上回ったものがあ
りますが、直ちに環境被害につながる
数値ではなく、環境基準に近い状況で
推移しています。

（※）ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
有機汚濁物質を酸化剤で分解する
ときに必要とされる酸素量

※75％値とは、有機物による水質汚濁を示す指標である BOD（河川水）や COD（海水）の年間測定結果が、環境基
準に適合しているかどうかを評価する際に用いられる統計値のことです。

※環境基準は、法律で定められた、達成することが望ましい数値のことです。この基準は、超過しても直ちに健康被
害が生じるような数値ではありません。

測定地点
測定値

環境基準
H26 H27 H28

福田地先（黒川町） 2.5 1.9 2.6
2.0 以下

七ツ島工業団地北側（黒川町） 2.7 2.5 2.0

七ツ島工業団地西側（黒川町） 2.8 2.3 2.0
3.0 以下

七ツ島工業団地南側（黒川町） 2.9 3.1 2.2

【海水COD (75％値）】 （単位：mg/ℓ）

3.0

2.5

2.0

0

（mg/ℓ） 【過去３年間の COD 測定値の推移】

環境基準

環境基準

H26 H27 H28 （年度）

◆ 水質

市内６地点で、大気汚染物質である二酸化
窒素の濃度を測定しました。平成 28 年度
の測定結果は、すべての地点で環境基準を
下回り、良好な状態でした。二酸化窒素は、
工場や車、家庭から排出されるもので、人
間の呼吸により体内に取り込まれ、気管支
炎や肺炎などの呼吸器疾患の原因となりま
す。また、太陽の紫外線により光化学反応
を引き起こし、光化学スモッグの原因物質
である『光化学オキシダント』を生成します。

測定地点 測定値 環境基準
牧島公民館（木須町） 0.002

0.060

以下

黒川公民館（黒川町） 0.003

松浦公民館（松浦町） 0.002

東山代公民館（東山代町） 0.002

国見台公園（二里町） 0.004

二里公民館（二里町） 0.003

【二酸化窒素濃度】 （単位：ppm）

【河川水BOD (75％値）】

102017.6 広報伊万里



美
し
い
伊
万
里
湾
を
守
り
ま
し
ょ
う

◆ 伊万里湾に生息する希少生物を知っていますか

特 集 ２　６月は環境月間です

カブトガニ
タビラクチ

（写真提供：佐賀県立宇宙科学館） ハマボウ

　
伊
万
里
湾
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
大
き
さ
の
島
が
浮
か
び
、
美
し

い
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
風

光
明
美
な
そ
の
姿
は
古
来
か
ら

人
々
に
愛
さ
れ
、
弘
法
大
師
空
海

が
訪
れ
た
際
に
は
、
あ
ま
り
の
美

し
さ
に
筆
を
投
げ
て
、
し
ば
し
休

憩
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
。

　
現
在
、
伊
万
里
湾
は
生
物
多
様

性
の
観
点
か
ら
、
国
に
よ
り
『
重
要

度
の
高
い
海
域
』
と
『
重
要
度
の
高

い
湿
地
』
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
人
的
な
開
発
行
為
や

地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
る
環
境
の

悪
化
の
防
止
を
目
的
と
し
て
お

り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
再
生
、

ま
た
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す

る
た
め
に
環
境
省
か
ら
重
要
度
が

高
い
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
伊
万
里
湾
内
奥
部
東
側

の
海
域
と
海
岸
部
は
、
国
の
天
然

記
念
物
と
し
て
『
伊
万
里
湾
カ
ブ

ト
ガ
ニ
繁
殖
地
』
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
術
上
貴
重

な
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
安
定
的
に
繁
殖

す
る
重
要
な
繁
殖
地
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
地
域
に
お
け
る
保
護
意
識

も
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
し
て
、
そ
の
一

層
の
保
護
を
図
る
も
の
で
す
。

　伊万里湾には、他の地域ではあまり見られない希少な生物が生息しています。代表的な例と

しては、カブトガニのほか、ハゼ科のタビラクチ、塩生植物のハマボウなどです。これらの生息・

生育条件は長い時間をかけて生まれた生態系のバランスの上に成り立っており、一度壊してし

まうと元の状態に戻すのは非常に困難です。希少生物をはじめとする多種多様な生物と将来に

わたって共生できるようにするためには、自然環境の保全が必要です。市民みんなで美しい伊

万里湾を守りましょう。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　
長
い
歳
月
を
か
け
て
雄
大
な
景

色
が
形
成
さ
れ
、
多
様
な
生
物
が

生
息
す
る
伊
万
里
湾
。
私
た
ち
は

そ
の
姿
を
地
域
の
宝
と
し
て
、
次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
伊
万
里

湾
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

美しい伊万里湾を守るために・・・

◆ごみのポイ捨てをしないのはもちろん、ごみ減量化に取り組むことで

自然への負荷を減らしましょう

◆生物観察会や保護活動などに参加して自然や生き物に触れ、正しい知

識を身に付けましょう

◆希少生物をむやみに採取したり、移動させたりしてはいけません

◆ペットを捨てたり、外来種を持ち込んだりしないようにしましょう
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

↑釣り船の乗員に安全航行を呼びかけるチラシを渡しました

本格的なマリンレジャーシーズンの到来を前に、伊万里湾

小型船安全協会と伊万里海上保安署の合同で、伊万里湾内

の安全パトロールがありました。海上保安署の巡視艇『ゆ

みかぜ』など船６隻と、シーバード伊万里の水上バイク

３隻が参加。釣りをしているプレジャーボートなどにライ

フジャケット着用などを呼びかけるチラシを配りました。

4.29

官民合同で海難防止パトロール

美しい伊万里湾でのマリンレジャーを安全に

４月 30 日の図書館記念日に合わせ、市民図書館の一日館

長にいまりんモーモちゃんが任命されました。モーモちゃ

んは早速、館内を巡回しながら子どもたちにオリジナル

のしおりを配るなど、図書館のＰＲをしていました。また、

この日は絵本の贈呈式も行われ、松永一広さん（山代町）

が昨年に続き、市民図書館に絵本 25 冊を寄贈しました。

いまりんモーモちゃんを一日図書館長に任命

みんなに本を読んでもらいたいんだモ〜

↑市政の概要などについて塚部市長から説明を受ける参加者

大川内公民館で、２か所目の開催となる市長と語ろう『伊

万里の夢づくり』座談会がありました。塚部芳和市長が

市政の概要を説明したあと、伊万里市プロモーション（移

住・定住本編）映像を紹介。続いて行われた意見交換で

は、若年層を中心とした人材育成の取り組みについてな

ど、町民からさまざまな提案や要望が行われていました。

4.26

市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談会

強く、元気な伊万里を目指して

松永さんは市内の小学校などにこれまで 593 冊を贈っています モーモちゃんからオリジナルのしおりが配られました

「絵本を通じて感性を磨き、感動や
喜びを感じて」と話す松永さん（右） 子どもたちに大人気

4.30
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み ん な の 広 場

春をめぐる行き先の分からないバスツアーがありまし

た。市観光ボランティアガイドの会が募集したもので、

３９名の参加者は、知らされていない目的地をあれこれ

想像しながらツアーを楽しんでいました。山代町の『楠

久・津 歴史ふれあい館』では、地域の意外な歴史に感心

した様子。新しい伊万里の魅力を発見できたようです。

春めぐりミステリーバスツアー

謎のツアーで伊万里の魅力発見

↑観光客でにぎわう国際通りで伊万里をＰＲ

沖縄県で開催された『島ぜんぶでおーきな祭！第９回沖縄

国際映画祭』で、地域発信型映画『伊万里のまり』が上映

されました。この映画は、伊万里市を舞台に野球を通して

家族の絆を描いた作品で、吉本興業のプロジェクトにより

制作されたものです。出演者たちは、上映後の舞台あいさ

つや国際通りでのパレードでも『伊万里』を発信しました。

沖縄国際映画祭

『伊万里のまり』で地域を発信

↑楠久の町並みを散策する参加者たち

4.22

『楠久・津 歴史ふれあい館』では地元ボランティアが地域の
歴史を紹介

↑写遊会の泉弥敏会長（右）の解説を聞く写真愛好家たち

市美術展が市民センターでありました。市美術展実行委員

会と市教育委員会が毎年開催しているもので、写真・工

芸や絵画、書の作品を３期に分けて展示。各部門とも期間

中多くの来場者が作品を鑑賞しました。写真・工芸部門展

示の最終日には作品解説があり、愛好家たちが、作品の技

法や長所・短所などの解説に熱心に聞き入っていました。

第 38 回市美術展

多彩な自信作が勢ぞろい

『伊万里のまり』上映後に記念撮影する出演者など

5.14

4.23

↑１時間の活動で、約 80 ㎏のごみが集まりました

有田川河川敷で有田・伊万里リバーフォーラム 2100 が

ありました。これは、有田川およびその流域の環境が

2100 年まで保全されるよう、古伊万里、伊万里、肥前福島、

肥前有田、西有田の５つのライオンズクラブが合同で取り

組んでいる環境保全活動です。この日は、高校生やボラン

ティアなど 143 人が参加し、河川敷のごみを拾いました。

5.13

有田・伊万里リバーフォーラム 2100

美しい川を次世代につなげるために
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

　
４
月
25
日
、
大
川
保
育
園
で
こ

い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
毎
年
、
市

内
の
保
育
園
な
ど
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
塚
部
芳
和
市
長
が
、『
青
空
へ 

元
気
に
は
ば
た
け 

大
川
の
園
児
』

と
願
い
を
込
め
た
色
紙
と
、
こ
い

の
ぼ
り
の
壁
飾
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
、
園
児
た
ち
は
お
礼
に
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
手
作
り

し
た
か
ぶ
と
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ

ん
が
登
場
し
、
園
児
た
ち
は
大
は

し
ゃ
ぎ
。
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
も
見
守

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気
な
子
ど
も
に

る
中
で
、
園
児
代
表
の
２
人
が
こ

い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た

楽
器
の
演
奏
や
お
遊
戯
を
披
露
し

ま
し
た
。

　「
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気

な
子
ど
も
に
な
り
ま
す
」
と
約
束

し
て
く
れ
た
園
児
た
ち
。
こ
れ
か

ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

初は
つ

孫ま
ご

に 

わ
き
た
つ
　
両
り
ょ
う

家け 

新し
ん

樹じ
ゅ

晴ば
れ

雨あ
め

の
日ひ

は 
植う
え

木き

も
花は
な

も 

活か
っ

気き

づ
き

　
　
　
　
　
　
喜
よ
ろ
こ

び
ゐい

む
か 

風か
ぜ

心こ
こ

地ち

よ
し

伊
万
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

田
中
　
文あ
や

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

久ひ
さ

富と
み

千ち

栄え

子こ

↑空高くあがったこいのぼり

↑
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
の
登
場
に
大
喜
び

↑
「
元
気
に
泳
げ
」
と
掲
揚
し
ま
し
た

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
堀
田
ト
シ
さ
ん
を
、

５
月
１
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が

訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
手
先
が
器
用
で
お
し
ゃ
れ
が

好
き
な
ト
シ
さ
ん
の
趣
味
は
洋

堀
田
　
ト
シ 

さ
ん

（
大
川
町
長
野
）

裁
で
、
そ
の
腕
前
は
作
品
を
老
人

福
祉
大
会
に
出
品
し
て
受
賞
す

る
ほ
ど
。
年
齢
を
重
ね
て
も
制
作

意
欲
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
80
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
ミ
シ
ン
を
新
調

し
、
90
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
没
頭
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
若
い
頃
は
大

阪
な
ど
で
看
護
師
を
し
、
伊
万
里

に
戻
っ
て
か
ら
は
夫
の
家
業
で

あ
る
農
業
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
ト
シ
さ
ん
の
長
生
き

の
秘ひ

訣け
つ

は
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
た
り
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
し

て
好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
。
こ

の
日
は
、
入
所
す
る
施
設
で
盛
大

な
お
祝
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

か
れ
、
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も

と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
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ア ル バ ム

我が家の

茶
ちゃ

園
えん

 勇
い

吹
ぶき

さん

＊勇
ゆう

希
き

・嘉
よし

子
こ

さんの長男

＊東山代町長浜

(     )２歳
６か月

Y O U N G  W A L K E R

『やんぐ・ウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

ほ が ら か ペ ー ジ

堀田 永
えい

志
じ

 さん

◆ 株式会社極楽　
　 九州公善社（松島町）
◆ 平成 26 年４月入社

(25 歳・東八谷搦 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
葬
祭
の
施
行
を
担
当
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
故
人
様
『
ら
し
く
』、ご
家
族
『
ら

し
く
』
お
送
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
し
っ
か
り
と
話
を
伺

う
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は 

　
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ 

　
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
全
力

で
！
が
モ
ッ
ト
ー
で
す

◇
趣
味
　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
バ
ス

ケ
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
）

◇
市
民
へ
一
言

　
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
精

い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま
す

　
ぼ
く
は
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

に
遊
ん
で
い
る
よ
☆彡
電
車
や
車
の

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
時
々
パ
パ

や
マ
マ
に
い
た
ず
ら
を
し
た
り
す

る
の
が
楽
し
み
♬
最
近
は
特
に
電

車
が
大
好
き
で
、
外
で
見
か
け
た

時
に
は
す
ご
く
う
れ
し
い
ん
だ
☆

　
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
の
勇
吹
君
♥
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
し
て

ね
♪
保
育
園
で

も
お
友
達
と
た

く
さ
ん
遊
ん
で

お
り
こ
う
さ
ん

に
な
っ
て
ね
♬

食育ワンポイント

〜 松浦保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

園の食育活動の取り組みとして、『食育ラン
チョンマット』を作りました。3 つの栄養素

（赤色はたんぱく質、黄色は炭水化物、緑色は
ビタミン）を 3 色に色分けしたマットに、子
どもたちが描いたそれぞれの食材を貼り付け、 思い思いのかわいらしいランチョンマットができあがり

ました。「今日の給食は、どの栄養かな。」と 3 つの栄養
素をバランス良く取ることを意識しながら、好き嫌いせず
何でも食べられる子どもになってほしいと願っています。
また、園庭の奥にある広々とした畑に、夏野菜の苗を植
えました。ミニトマト・ピーマン・なす・きゅうり・枝豆・
かぼちゃなどの苗を年長児の子どもたちがせっせと植え
ました。毎日の水やりは『お当番さん』の仕事です。実
りの夏をみんなで楽しみにしています。

栄養バランスを意識しながらの給食

食育ランチョンマットと夏野菜

主食・主菜・副菜をそろえてバランスの良い食事を　バランスの良い食事は、主食・主菜・副菜をそろえる
ことがポイントです。主食とはごはんやパンなど体のエネルギー源になるもの、主菜とは肉や魚などのたんぱく
質を多く含み筋肉や血液の材料になるもの、副菜とは野菜や海藻などビタミンやミネラル・食物繊維が多く含ま
れ、体の調子を整えてくれるものです。食事をする時には献立にこの 3 つがそろっているか確認してみましょう。

手作りの食育ランチョンマット

毎日水やりをして、収穫まで大切に育てます
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

６月の市民スポーツ

３日（土）
● 市民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか

３日（土）、４日（日）
● 市長旗争奪中学生野球大会
　午前８時20分開会　国見台野球場

４日（日）
● 近郊中学生バレーボール大会
　午前９時開会　国見台体育館
９日（金）〜 14 日（水）
● 県西北部地区高等学校野球大会
　午前９時開会　国見台野球場

17 日（土）、18 日（日）、24 日（土）、
７月１日（土）
● 市長旗争奪伊万里市少年野球選手権

大会
　午前８時開会　国見台野球場

18 日（日）
● あじさいカップバドミントン選手権

大会
　午前９時開会　国見台体育館

21 日（水）
● 伊万里信金杯争奪グラウンド・ゴ

ルフ大会
　午前８時 30分開会　国見台球技場
25 日（日）
● 伊万里チャレンジカップテニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場
● 会長杯争奪親子バレーボール大会
　午前９時開会　国見台体育館

●

期
　
日
　
５
月
14
日

●

場
　
所
　
国
見
台
武
道
館

第
51
回
伊
万
里
・
有
田

青

少

年

剣

道

大

会

個
人
戦

区　分 賞 氏名（所属）

小
学
生

低学年混合

優
秀
賞

小森琉真（涵養道場）、　重松克哉（明星館）

中学年男子 川久保悠聖（錬心館）、　渡邊　優（黒川少剣）、
坂田瑛斗（久原剣道）、佐藤太一（涵養道場）

高学年男子 櫻田寿友（赤門館）、渡邊凜太郎（明星館）、
津上嵩矢（済美館）、山口翔衣（洗心館）

中学年女子 今永帆南（赤門館）、川久保志織（錬心館）

高学年女子 前田春乃（赤門館）、梶原夕奈（赤門館）、
田中優香（明星館）

中
学
生

男　子 優
勝

加唐大輝（国見中）

女　子 林　凜香（伊万里中）

団

体

戦

区　分 賞 所属

小

学

生

低学年

優
　
勝

涵養道場

高学年 済美館

中
学
生

男子 山代中

女子 啓成中

　
４
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
、
国
見
台

野
球
場
で
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区

高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
が
開
催
さ

れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
勝
１
敗
ど
う
し
で
迎
え
た
大
会

最
終
日
の
敬
徳
高
校
と
有
田
工
業
高

校
の
試
合
。
１
回
表
に
ス
ク
イ
ズ
で

１
点
を
先
制
し
た
敬
徳
高
校
は
、
そ

の
後
も
追
加
点
を
重
ね
て
７
得
点
。

有
田
工
業
高
校
も
６
、７
、８
回
に
１

点
ず
つ
を
あ
げ
ま
す
が
、
反
撃
も
こ

こ
ま
で
。
敬
徳
高
校
が
７
対
３
で
勝

利
し
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
左
の
と
お
り
で
す
。

第
40
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会

↑優勝を果たした敬徳高校の選手たち

▽
優
　
勝
　
敬
徳
高
校

（
３
勝
１
敗
）

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
農
林
高
校

（
２
勝
２
敗
）

▽
３
　
位
　
有
田
工
業
高
校

（
２
勝
２
敗
）

▽
４
　
位
　
伊
万
里
高
校

（
２
勝
２
敗
）

▽
５
　
位
　
伊
万
里
商
業
高
校

（
１
勝
３
敗
）

※
上
位
２
校
は
、
６
月
２
日
に

開
幕
す
る
第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

佐
賀
県
高
等
学
校
野
球
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

↑先制のホームを踏む敬徳高校の選手
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  ５
位
　
山
口
　
峻
矢
（
伊
万
里
高

校
）
56
秒
43               

▽
中
学 

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
３
位
　
啓
成
中
学
校
（
大
川
内

朋
哉
、
津
上
良
眞
、
本
山
紡
希
、

犬
塚
俊
貴
）
47
秒
94                             

▽
一
般
・
高
校 

４
×
４
０
０
㍍
リ

レ
ー

　
３
位
　
伊
万
里
高
校
（
岩
野

　
宗
汰
、
山
口
竜
矢
、
山
崎
耕
平
、

山
口
峻
矢
）
３
分
26
秒
37                      

　
６
位
　 

敬
徳
高
校
Ａ
（
永
尾

　
大
樹
、
永
田
崇
馬
、
小
嶋
脩
友
、

牧
瀬
宏
陽
）
３
分
32
秒
43                     

▽
一
般
・
高
校
三
段
跳

　
１
位
　
藤  

政
貴（
国
見
台
Ａ
Ｃ
）

　
13
ｍ
70              

　

　
２
位
　
吉
牟
田
　
誠
（
敬
徳
高

校
）
13
ｍ
62              

▽
中
学 

砲
丸
投

　
１
位
　
幸
島
　
大
和
（
東
陵
中

学
校
）
９
ｍ
99
（
新
）              

　
２
位
　
大
久
保
　
改
（
東
陵
中

学
校
）
９
ｍ
24                

▽
一
般
・
高
校 

円
盤
投

　
２
位
　
森
戸
　
大
地
（
伊
万
里

高
校
）
33
ｍ
67               

　
６
位
　
梅
村
　
隆
一
（
伊
万
里

商
業
高
校
）
30
ｍ
88     

第
53
回
国
見
台
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

ス ポ ー ツ

●

期
　
日
　
４
月
29
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《
大
会
成
績
》

【
男
　
子
】

〈
団
体
戦
〉

▽
優
　
勝　

敬
徳
高
校

▽
準
優
勝
　
有
田
工
業
高
校

〈
個
人
戦
〉

▽
優
　
勝
　
瀬
井
　
竜
也
（
敬
徳
）

▽
準
優
勝
　
久
原
　
玲
二
（
敬
徳
）

▽
３
　
位
　
山
﨑
　
勝
太
（
敬
徳
）

　
　
　
　
　
三
谷
　
優
豪
（
敬
徳
）

【
女
　
子
】 

〈
団
体
戦
〉

▽
優
　
勝
　
敬
徳
高
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
農
林
高
校

〈
個
人
戦
〉

▽
優
　
勝
　
山
本
み
な
み
（
敬
徳
）

▽
準
優
勝
　
岩
下
　
華
菜
（
敬
徳
）

▽
３
　
位
　
河
津
友
里
華
（
敬
徳
）

　
　
　
　
　
諸
石
　
莉
奈
（
敬
徳
）

第
63
回
西
部
地
区
高
等
学
校
春
季
卓
球
競
技
大
会

●

期
　
日
　
５
月
６
・
７
日

●

場
　
所 

二
里
小
学
校
・
東
山
代

小
学
校

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
大
川
少
年
野
球

▽
準
優
勝
　
二
里
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

▽
３
　
位
　
伊
万
里
愛
球
会

　
　
　
　
　
東
山
代
少
年
野
球
ク

　
　
　
　
　
ラ
ブ

↑力投する大川少年野球
の前田投手

↑優勝を喜ぶ大川少年野球の選手たち

第
39
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
交
流
大
会

●

期
　
日
　
５
月
３
・
４
日

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場

◆
市
内
の
学
校
・
チ
ー
ム
所
属
選

手
の
上
位
成
績
（
６
位
ま
で
）

（
新
）
は
大
会
新
記
録

【
男
　
子
】

▽
中
学 

１
０
０
㍍

　
６
位
　
竹
邊
　
恒
希
（
伊
万
里

中
学
校
）
12
秒
19 

▽
共
通 

８
０
０
㍍

　
１
位
　
古
川
　
凌
雅
（
伊
万
里

高
校
）
１
分
55
秒
33 

（
新
） 

▽
共
通 

１
５
０
０
㍍

　
３
位
　
古
川
　
凌
雅
（
伊
万
里

高
校
）
４
分
７
秒
16      

▽
中
学 

３
０
０
０
㍍

　
１
位
　
宮
副
　
雅
生
（
東
陵
中

学
校
）
９
分
41
秒
18

　
２
位
　
喜
多
　
健
人
（
青
嶺
中

学
校
）
９
分
43
秒
00     

　
３
位
　
田
中
　
廉
（
啓
成
中
学

校
）
９
分
43
秒
94      

▽
一
般
・
高
校 
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

　
１
位
　
正
木
　
友
海
（
国
見
台

Ａ
Ｃ
）
15
秒
19               

　
※
予
選
15
秒
01
（
新
）

　
２
位
　
永
尾
　
大
樹
（
敬
徳
高

校
）
15
秒
55             

▽
一
般
・
高
校 

４
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

　
４
位
　
中
尾
　
誠
一
（
国
見
台

Ａ
Ｃ
）
55
秒
91

【
女
　
子
】

▽
共
通 

２
０
０
㍍

　
４
位
　
野
口
あ
ゆ
み
（
伊
万
里

高
校
）
26
秒
30 

▽
共
通 

４
０
０
㍍

　
４
位
　
前
田
　
朋
花
（
伊
万
里

高
校
）
60
秒
11

▽
共
通 

８
０
０
㍍

　
４
位
　
中
尾
　
真
依
（
伊
万
里

商
業
高
校
）
２
分
25
秒
06 

　
５
位
　
原
　
美
結
（
伊
万
里
高

校
）
２
分
27
秒
59

▽
一
般
・
高
校 

１
５
０
０
㍍

　
４
位
　
原
　
美
結
（
伊
万
里
高

校
）
４
分
52
秒
51

　
５
位
　
松
本
陽
向
子
（
伊
万
里

高
校
）
４
分
52
秒
64

▽
一
般
・
高
校 

３
０
０
０
㍍

　
６
位
　
松
本
陽
向
子
（
伊
万
里

高
校
）
10
分
35
秒
29

▽
一
般
・
高
校 

１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

　
２
位
　
中
島
　
彩
絵
（
伊
万
里

高
校
）
16
秒
66 

▽
共
通 

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
５
位
　
伊
万
里
高
校
（
貞
方

　
望
紀
慧
、
野
口
あ
ゆ
み
、
中
島

彩
絵
、
前
田
朋
花
）
50
秒
31

▽
中
学 

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
６
位
　
啓
成
中
学
校
（
石
竹

　
早
希
、
津
上
由
希
乃
、
前
山

　
紋
里
、
土
田
萌
衣
）
55
秒
60  
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男女共働参画社会

教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

肥
前
陶
磁
器
の
積
出
港

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
日
本
遺
産
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
に
関
わ
る
伊
万
里
の
文
化

財
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
有
田
で
始
ま
っ
た
磁
器
生
産

の
技
術
は
肥
前
各
地
に
広
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
製
品
が
作
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
肥

前
磁
器
の
製
品
は
、
主
に
伊
万

里
津つ

（
港
）
か
ら
積
み
出
さ
れ
て

国
内
各
地
に
流
通
し
、
さ
ら
に

長
崎
の
出
島
を
経
由
し
て
東
南

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に

も
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
と
し

て
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
旧

犬
塚
家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
文

政
８
年
（
１
８
２
５
年
）
に
建
て

ら
れ
た
白
壁
土
蔵
造
の
や
き
も

の
商
家
で
す
。
焼
き
物
の
積
出

港
と
し
て
栄
え
た
伊
万
里
津
は

千せ
ん

軒げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
数

多
く
の
商
家
が
建
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。
現
在
、こ
の
建
物
は
『
伊

万
里
市
陶
器
商
家
資
料
館
』
と

し
て
、
か
つ
て
の
伊
万
里
津
の

賑
わ
い
や
商
い
の
様
子
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
11
年
（
１
８
１
４

年
）
に
は
海
上
安
全
守
護
の
た

め
、
筑
前
の
商
人
関
係
者
か
ら

石
灯
籠
が
、
紀
州
の
商
人
か
ら

手ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

が
相
生
橋
の
た
も
と
に

あ
っ
た
戸
渡
嶋
神
社
に
寄
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
焼
き

物
の
流
通
に
全
国
各
地
の
商
人

が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
戸
渡

嶋
神
社
は
伊
萬
里
神
社
に
合
祀

さ
れ
、
石
灯
籠
・
手
水
鉢
は
伊

萬
里
神
社
に
あ
り
ま
す
。

↑旧戸渡嶋神社（現伊萬
　里神社）の石灯籠

　
日
本
遺
産
シ
リ
ー
ズ
③

　
国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
施
行

さ
れ
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
』
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る

た
め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日

ま
で
を
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、『
男
で

○
、
女
で
○
、
共
同
作
業
で
◎
。』

で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
も
男
性
も
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
を

作
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
公
募
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

『
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性

活
躍
推
進
法)

』
の
施
行
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
大
企
業
や
国
・
地

方
公
共
団
体
で
の
事
業
主
行
動
計

画
の
策
定
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
㌫

に
な
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
は
大
き
く
前

進
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
、
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
男
で
○ま
る

、
女
で
○ま
る

、
共
同
作
業
で

◎
に
じ
ゅ
う
ま
る

。
〜

６
月
23
日
（
金
）
〜
29
日
（
木
）
は

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

市は、平成 28 年４月に『伊万里市男女協働参

画を推進する条例』を施行しました。この条

例により男女協働社会を実現し、誰もが自分

らしく生き生きと暮らせる社会を目指します。

家庭では

家族を大切にし、家

事・子育て・介護な

どを家族で協力する

職場では

男女がともに仕事と

家庭の両立ができる

職場を作る

学校では

一人一人の個性や能力

を伸ばし、社会で活躍

できる人材を育てる

地域では

男女がともに地域の活

動に関わり、より良い

地域づくりを進める

誰もが自分らしく生き生きと暮らせる
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

　
４
月
29
日
付
け
で
、
春
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

褒
　
章

▼
水
上
　
忠
弘
さ
ん
（
山
代
町
）

　
元
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
師
会
会
長

旭
日
双
光
章

▼
泉
　
建
一
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
元
公
立
小
学
校
長

▼
諸
石
　
義
弘
さ
ん
（
瀬
戸
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
団
長

▼
江
口
　
幸
則
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
３
等
海
尉

▼
大
木
　
幹
雄
さ
ん
（
立
花
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

▼
津
上
　
安や

す

次じ

さ
ん
（
木
須
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

▼
中
井
　
義よ

し

人ひ
と

さ
ん
（
大
川
町
）

　
元
３
等
陸
尉

藍
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

▼
川
元
　
和
弘
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
現
保
護
司

■
専
決
処
分
の
承
認
（
※
）

　
次
の
２
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３

月
31
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、

議
会
の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議

会

報

告

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
18
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ

れ
、
議
長
に
前
田
　
久
年
議
員
、
副
議
長
に
馬
場
　
繁
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
議
案
３
件
、
予
算
議
案
３
件
、
報
告
１
件
の
審
議
が

行
わ
れ
た
結
果
、
提
出
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、
可
決
ま
た

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

馬場　繁 副議長 前 田 久 年 議長

一
般
議
案

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
の
対
象
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
12
号
）

　
地
方
交
付
税
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
寄
附
金
な
ど
の
額
の
確
定
に

伴
い
、
特
別
交
付
税
や
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
寄
附
金
の
増
額
、
市
債

の
減
額
な
ど
、
所
要
の
補
正
措
置

を
講
じ
た
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
を
追
加
す
る
た
め
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
億
２
７
６
９
万
５
０
０
０
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

新 議長・副議長が決まりました

予
算
議
案

２
５
３
億
３
４
６
９
万
５
０
０
０

円
と
し
た
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

ほ
か
１
件

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
お
よ
び
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
平
成

28
年
度
決
算
に
お
い
て
歳
入
不

足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
っ

た
た
め
、
平
成
29
年
度
の
歳
入

を
繰
り
上
げ
て
充
用
し
た
も
の

で
す
。 総 務 委 員 会 文教厚生委員会 産業建設委員会

◎は委員長、○は副委員長、敬称略

議会運営委員会

委員会構成

◎井 手　　 勲
○中 山　光 義
　前 田　久 年
　力 武　勝 範
　梶 山　　 太
　多久島　  繁
　草 野　　 譲
　盛 　　泰 子

◎香 月　孝 夫
○前 田　邦 幸
　馬 場　　 繁
　副 島　　 明
　山 口　恭 寿
　舩 津　賢 次
　松 尾　雅 宏
　樋 渡　雅 純

◎東 　　真 生
○坂 本　繁 憲
　岩 﨑　義 弥
　弘 川　貴 紀
　前 田　敏 彦
　松 永　孝 三
　渡 邊　英 洋
　笠 原　義 久

◎樋 渡　雅 純
○副 島　　 明
　岩 﨑　義 弥
　中 山　光 義
　坂 本　繁 憲
　井 手　　 勲
　山 口　恭 寿
　盛 　　泰 子

（※）専決処分　議会の議決を要する案件について、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕が
ないことが明らかである場合などに、市長の判断で決定（処分）し、その後開かれる議
会で承認を求めるもの（地方自治法第 179 条第１項）
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検診名 対象年齢（平成 30

年３月 31 日現在） 
料　金 検査内容

受診方法
集団
検診

医療機関（実施月）

30 歳代健康診査 30 〜 39 歳

無　料

身長・体重・腹囲・
血液検査・尿検査・
診察

○ ○

県内の指定医療機関（６〜
３月）

特定健康診査
（国民健康保険加入者）

40 〜 74 歳 ○ ○

長寿健康診査 75 歳以上 ○ ○

肝炎ウイルス検査 30 歳以上 血液検査 ○ ×

前立腺がん検診 50 歳以上

各 500 円

血液（PSA）検査 ○ ×

大腸がん検診

40 歳以上

便潜血検査 ○ ×

胃がん検診
（バリウム検査）

（要予約）

X 線検査
（バリウム）

○ ×

結核・肺がん検診 胸部 X 線検査 ○ ○
伊万里・有田地区の指定医
療機関（６〜２月）

乳がん検診
（要予約）

X 線検査
（マンモグラフィ）

○ ○
伊万里・有田地区の指定医
療機関（６〜２月）

子宮がん検診 20 歳以上
視診、子宮頸

けい

部
ぶ

の細
胞診

○ ○
県内の指定医療機関（４〜
３月）

骨粗しょう症検診
（要予約）

40・45・50・
55・60・65・
70 歳女性

腕の X 線検査 ○ ×

新 胃がん検診
（胃内視鏡検査）

（要予約）

50・52・54
・56・58 歳。
バリウム検査
との併用不可

5,000 円
胃内視鏡検査（胃カ
メラ）

× ○
伊万里・有田地区の指定医
療機関（６〜３月）

インフォメーション

● 問合・申込先　健康づくり課健康推進係（ 　☎㉒３９１６）

受診方法
集団検診 決められた日程で公民館などで受ける検診です。どの会場でも受診できます。

医療機関 指定医療機関で受ける個別検診です。

持っていくもの
受診票、料金、健康手帳、健康保険証（特定健診を受診する人）
※ 受診票は５月中に郵送しています。受診票がない人は健康づくり課へ申し込んでください。

特定健康診査・がん検診を受けましょう

500 円で安心、がんの早期発見！

１つのがん検診が 500 円で、特定健診・健康診査は無料で受診できます
※ 生活保護世帯に属する人は受診時、証明書を提出することで無料になります

ワンコインがん検診　　　　が始まります
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インフォメーション

実施場所 実施日

特
定
健
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

肺
が
ん

大
腸
容
器
配
布

胃
が
ん

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

受付開始時間 ( 受付終了は 10 時 30 分 ) ８時 30 分 10 時 ９時
９時
30 分

市民センター

  8 月  1 日（火）・  2 日（水）・
　　　 3 日（木）・  4 日（金）・
　　  21 日（月）・22 日（火）・
　　  23 日（水）・24 日（木）・
　　  25 日（金）

● ● ● ● ● ● ● ●

  9 月 24 日（日）　 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 月  6 日（金）
（夜間検診デー　受付時間午後５時
30 分〜７時）

● ●

立花公民館

  6 月 29 日（木） ● ● ● ●

10 月   4 日（水） ● ●

11 月 15 日（水） ● ● ●

黒川公民館

  6 月 30 日（金） ● ● ● ●

10 月 25 日（水） ● ●

10 月 26 日（木） ● ●

波多津公民館

  6 月 16 日（金） ● ● ● ●

10 月 23 日（月） ● ●

10 月 24 日（火） ● ●

南波多公民館

  6 月 20 日（火） ● ● ● ●

10 月 16 日（月） ● ●

10 月 17 日（火） ● ●

大川公民館

  6 月 21 日（水） ● ● ● ●

10 月 12 日（木） ● ●

10 月 19 日（木） ● ●

松浦公民館

  6 月 23 日（金） ● ● ● ●

10 月   3 日（火） ● ●

10 月   5 日（木） ● ●

二里公民館

  6 月 27 日（火）・28 日（水） ● ● ● ●

10 月 30 日（月） ● ●

11 月 16 日（木） ● ●

東山代公民館

  6 月 13 日（火）・14 日（水） ● ● ● ●

  9 月 28 日（木） ● ●

10 月 10 日（水）・11 日（水） ● ●

  夢耕房たきの 10 月 11 日（水） ●

  楠久公民館   6 月   5 日（月） ● ●

  川南集会所   6 月   5 日（月） ● ●

  山代公民館

  6 月   5 日（月） ● ●

  6 月   6 日（火）・7 日（水） ● ● ● ●

  9 月 19 日（火） ● ●

  9 月 20 日（水） ● ●

集団健診日程表
●は健康づくり課への予約が必要です。

受付時間午前 11 時 15 分〜 11 時 45 分

受付時間午前９時〜 10 時

受付時間午後１時〜２時

受付時間午前 11 時〜 11 時 30 分
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６月から市税の納付が始まります

● 問合先
▷市県民税、国民健康保険税について　　税務課市民税係　　 （ 　☎㉓２１４８）
▷固定資産税について　　　　　　　　　税務課固定資産税係（ 　☎㉓２１４９）
▷口座振替、納税相談について　　　　　税務課収納対策室    （ 　☎㉓２１５２）

　集合徴収市税（市県民税、固定資産税、国民健康保険税）の納付が、６月から始まります。
　納税通知書、全期前納用納付書、第１期と第２期の納付書（ただし、口座振替の利用
者には、納税通知書のみ）を納税義務者に６月中旬に郵送しますので、最寄りの金融機
関またはコンビニエンスストアで期限内に納付してください。また、固定資産税の課税
対象者には、課税明細書を同封しますので、資産内容を確認してください。

集合徴収市税の納期

　６月から翌年３月までの 10 期です。ただし、税額によって
は納期数が少ない場合もあります。

納付方法・納期限

▷納付書
　納期が属する月の月末（12 月のみ 25 日）です。
※月末が土・日曜日、祝日の場合は、翌営業日になります。

▷口座振替
　振替日は、毎月 26 日（12 月のみ 25 日）です。
※振替日が土・日曜日、祝日のときは、翌営業日になります。
※振替できなかった場合は、翌月 10 日に再振替をします。

振替方法を、『一括から期別納付』に、も
しくは『期別から一括納付』に変更、ま
たは廃止する場合は、６月14 日（水）ま
でに税務課収納対策室に連絡してくださ
い。納税通知書が届いてからでは、間に
合わないことがあります。

振替方法の変更・廃止はお早めに

口座振替を利用する人へ

国民健康保険税の軽減（５割・２割）の判定所得基準が引き上げられました

▷国民健康保険税額の５割軽減・２割軽減の判定所得基準額

５割軽減の対象 ２割軽減の対象

改定前 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
26 万 5 千円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
48 万円）以下の世帯

改定後 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
27 万円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
49 万円）以下の世帯

▷口座振替が便利
　納税には、納付に行く手間や納め忘れの心配がなくなる『口座振替』が便利です。希望する人は、市内金融機関また
は市役所、もしくは各町公民館で申し込んでください（申し込む際は、通帳の届け出印が必要です）。

▷一括納付がお得
　納付書または口座振替で納付する人（普通徴収）は、６月 30 日（金）までに年額を一括納付（全期前納）すると、
市県民税および固定資産税には全期前納報奨金制度（※1）（※2）が適用されます。年間の納付額が最大で約 1.7 ㌫（上
限５万円）少なくなります。報奨金の額は、納税通知書で確認してください。

（※1）全期前納報奨金制度は、市税の滞納がある人や報奨金の額が 100 円未満になる人には、適用されません。
（※2）全期前納報奨金制度の対象となる人が一括納付する場合、コンビニエンスストアでの取り扱いはできません。

▷納税相談の利用
　失業や長期入院などの理由で納税が困難な場合は、分納などの相談を受け付けます。また、借金返済や家計状況に悩
んでいる場合は、ファイナンシャルプランナーによる家計改善に向けた相談（※3）をご利用ください。

（※3）相談日（予約制） … 毎月第２金曜日、第４日曜日

納税のお勧めポイント
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伊
万
里
梨
を
は
じ
め
と
す
る
果

樹
等
産
地
の
面
積
維
持
・
拡
大
を

目
的
に
、
市
内
に
お
い
て
農
地
の

借
り
受
け
や
改
植
な
ど
を
行
う
農

業
者
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
伊
万
里
梨
等
産
地

維
持
・
拡
大
事
業

●

対
象
品
目
　
梨
、
ぶ
ど
う
、
梅
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
桃
、
す
も

も
、
み
か
ん
（
中
晩
柑
）、
き
ん

か
ん
、
茶

●

支
援
内
容

▽
農
地
の
借
り
受
け
補
助
　
１
㌃

あ
た
り
１
０
０
０
円
（
最
長
３

年
間
）

▽
改
植
な
ど
へ
の
補
助
　
１
㌃
あ

た
り
５
０
０
０
円

●

申
込
期
限

　
７
月
28
日
（
金
）

●

採
択
要
件

▽
農
地
の
借
り
受
け
補
助
は
12
月
31

日
ま
で
に
賃
借
権
ま
た
は
使
用
貸

借
な
ど
の
設
定
が
必
要
で
す
。

▽
改
植
な
ど
へ
の
補
助
は
、
２
㌃

以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
面
積

で
平
成
29
年
度
中
に
完
了
す
る

改
植
な
ど
を
行
う
場
合
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　

　
伊
万
里
梨
課
伊
万
里
梨
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

インフォメーション

樹
園
地
拡
大
に
取
り

組
む
農
業
者
を
支
援

後期高齢者医療保険料の軽減制度が見直されます

● 問合先　
▷長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）
▷佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課資格賦課係（ ☎０９５２　 ８４７６）

全ての人が安心して医療を受けられる社会を維持し、世代間・世代内でそれぞれの負担能力に応じて公平に
負担してもらうため、保険料の軽減制度が見直されます。

後期高齢者医療保険料の算出方法

▷均等割額 51,800 円＋所得割額（賦課の基となる所得金額 × 所得割率 9.88％）

均等割額の軽減対象が拡大されます

▷国民健康保険税額の５割軽減および２割軽減の判定所得基準額

５割軽減の対象 ２割軽減の対象

改定前 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
26 万 5 千円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
48 万円）以下の世帯

改定後 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
27 万円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数 ×
49 万円）以下の世帯

低所得者の所得割額軽減特例が段階的に見直されます

元被扶養者の均等割額軽減特例が段階的に見直されます

後期高齢者の資格取得直前に被用者保険（市町村国民健康保険・国保組合を除く）の被扶養者であった被保険者の均
等割額軽減特例が段階的に見直されます。なお、所得割額は引き続きかかりません。

賦課の基となる所得が 58 万円以下の人
所得割額の軽減割合

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

５割軽減 ２割軽減 軽減なし

均等割額の軽減割合
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

９割軽減 ７割軽減 ５割軽減

※ 被扶養者であった人が、所得の低い人の軽減措置に該当する場合、軽減割合の大きい措置が適用されます。

64

※ 賦課の基となる所得金額＝平成 28 年中の合計所得金額 -33 万円
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伊
万
里
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
空
き
家
登
録
物

件
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
空
き
家
（
個
人
所
有

の
戸
建
物
件
）
の
有
効
活
用
と
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
『
伊

万
里
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制

度
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
で
は
、
空
き
家
の
売
却
や
賃

貸
を
希
望
す
る
人
が
、
協
力
事
業

者
（
市
と
協
定
を
締
結
し
た
宅
建

業
者
）
を
通
し
て
『
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
』
に
物
件
を
登
録
し
ま
す
。

市
は
、
物
件
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
、
購
入
や
賃
借
を

希
望
す
る
人
に
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
市
内
に
空
き
家
を
持
つ
人

は
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
暮
ら

し
応
援
課
移
住
・
定
住
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
２
）

【 図 】伊万里市空き家情報バンク制度フロー

伊万里市
（空き家情報バンク）

協力事業者
（市と協定を締結

した宅建業者）

空き家情報
・

交渉の経過

空
き
家
提
供
者
（
売
り
た
い
人
・
貸
し
た
い
人
）

空
き
家
利
用
者
（
買
い
た
い
人
・
借
り
た
い
人
）

空き家情報提供

利用相談登録相談

募　集

利用申し込み

見学相談

契約交渉

登録申し込み

現地調査

契約交渉

　
市
の
入
札
（
見
積
も
り
）
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、『
指
名
を
受
け
る

資
格
を
有
す
る
業
者
』
と
し
て
の

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

半
期
に
一
度
の
追
加
申
請
受
付
を

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
登
録

は
、
参
加
指
名
を
約
束
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

対
象
業
種
　

①
物
品
関
係
（
物
品
の
購
入
、
修

繕
、
製
造
、
賃
貸
借
な
ど
）

②
建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委

託
、
維
持
管
理
等
業
務
委
託

●

資
格
有
効
期
間

①
物
品
関
係
（
６
か
月
）

　
10
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

②
建
設
工
事
、業
務
委
託（
18
か
月
）

　
10
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

●

受
付
期
間

　
６
月
５
日（
月
）〜
７
月
７
日（
金
）

必
着

●

提
出
書
類

　
業
種
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異

な
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
契
約
監
理
課
に
備
え
付

け
の
要
領
を
確
認
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
・
問
合
先

　
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
６
）

有
資
格
業
者
登
録
申
請

（
指
名
願
）の
追
加
受
付

　
日
本
と
中
国
の
行
事

　
日
本
は
４
月
に
新
し
い
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
入
園
式
、

入
学
式
、
入
社
式
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
、
日
本
に
住
む

中
国
人
の
友
達
は
、
子
ど
も

の
入
園
式
の
た
め
に
ス
ー
ツ
を

買
っ
た
り
制
服
を
買
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
、

中
国
と
日
本
の
文
化
の
違
い
を

感
じ
た
一
つ
で
す
。
私
の
娘
が

中
国
で
入
園
し
た
と
き
は
、
何

も
準
備
せ
ず
、
子
ど
も
を
送
っ

て
す
ぐ
に
会
社
に
行
き
ま
し

た
。
中
国
の
幼
稚
園
や
保
育
園

で
は
、
入
園
式
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
思
い
ま
す
。
入
学
式
や
卒

業
式
に
も
父
母
は
出
席
し
ま
せ

ん
。
先
生
と
学
生
だ
け
で
、
簡

単
に
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

私
が
学
校
を
卒
業
す
る
と
き

も
、
家
族
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
国
の
大
企
業
で
も
入
社
式

が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
で
す
。
中
国
で
は
一
般
的

に
、
１
月
末
か
ら
２
月
ご
ろ
の

旧
正
月
を
境
に
新
し
い
一
年
が

始
ま
り
ま
す
が
、
９
月
か
ら
新

し
い
学
年
が
始
ま
る
大
学
生
は

卒
業
の
時
期
が
７
月
な
の
で
、

日
本
の
よ
う
に
卒
業
と
同
時
に

社
会
人
に
な
る
と
い
う
感
覚
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
新
卒

者
の
就
職
の
時
期
は
ま
ち
ま
ち

で
、
早
い
人
は
大
学
卒
業
前
の

１
月
末
か
２
月
ご
ろ
か
ら
仕
事

を
始
め
ま
す
し
、
卒
業
式
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
人
も
い
ま
す
。
中

に
は
、
９
月
を
過
ぎ
て
も
仕
事

を
始
め
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
日
本
の
入
園
式
や
入
学
式
な

ど
の
行
事
は
、
子
ど
も
ば
か
り

で
な
く
父
母
も
正
装
で
出
席
す

る
の
で
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者
が
自

分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強

く
自
覚
で
き
る
と
い
う
効
果
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
中
国
で
も
、
入
社
式

な
ど
で
正
装
を
し
、
一
つ
の
重

要
な
行
事
と
し
て
開
催
す
る
会

社
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
日
本
の
よ
う
に
、
新
し
い
生

活
を
意
識
さ
せ
る
た
め
の
行
事

が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
④ 

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生
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《
複
数
必
要
と
な
る
も
の
》

▽
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
介

護
保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
顔
写
真
無
し
）、
学
生

証
、
社
員
証
、
預
金
通
帳
な
ど

《
身
分
証
明
書
が
無
い
場
合
》

▽
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

注
意
事
項

▽
委
任
状
に
は
押
印
が
必
要
で
す
。

▽
法
人
分
の
証
明
書
を
取
得
す
る

と
き
は
、
申
請
書
も
し
く
は
委

任
状
に
代
表
者
印
ま
た
は
会
社

の
角
印
と
代
表
者
の
認
印
が
必

要
で
す
。

▽
郵
送
で
申
請
す
る
と
き
は
、
本

人
確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

インフォメーション

　
７
月
か
ら
、
税
務
諸
証
明
の
発

行
申
請
の
際
に
窓
口
に
来
た
人
の

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

個
人
情
報
の
保
護
や
第
三
者
の
な

り
す
ま
し
に
よ
る
証
明
書
の
不
正

取
得
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

※
申
請
の
際
の
本
人
確
認
に
よ
り

申
請
書
を
自
署
で
記
入
し
た
場

合
は
押
印
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

※
固
定
資
産
台
帳
の
閲
覧
、
車
検

用
の
納
税
証
明
書
、
固
定
資
産

字
図
交
付
、
航
空
写
真
図
、
字

図
付
航
空
写
真
図
の
交
付
申
請

は
、
本
人
確
認
は
不
要
で
す
。

●

本
人
確
認
開
始
日

　
７
月
３
日
（
月
）

●

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

《
１
つ
で
確
認
で
き
る
も
の
》

▽
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
も
の
　
運
転
免
許
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

税
務
諸
証
明
申
請
時
の『
本
人
確
認
』が
始
ま
り
ま
す

　
児
童
手
当
は
、
毎
年
現
況
届
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
期
間

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象
　
児
童
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
る
人
で
、
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
（
公
務
員
を
除
く
）

●

受
付
方
法
　
窓
口
受
付
（
福
祉

課
）、
郵
送
受
付

●

受
付
期
間
　

　
６
月
７
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
郵
送
は 

６
月
30
日
（
金
）
必
着

●

窓
口
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

※
火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

▽
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー

※
国
民
年
金
加
入
者
は
除
く

▽
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、

児
童
の
住
民
票
謄
本

▽
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
１
月
１
日
現
在

の
住
所
地
で
発
行
の
平
成
29
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

●

問
合
先
　
福
祉
課
子
育
て
支
援

係
（
　
☎
㉓
２
３
１
０
）

児
童
手
当
の
現
況

届
け
は
忘
れ
ず
に

　
伊
万
里
の
ま
り

　
吉
本
興
業
所
属
の
芸
人
ら
に

よ
る
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
地

域
発
信
型
映
画
『
伊
万
里
の
ま

り
』
が
、
先
月
、
那
覇
市
で
開

催
さ
れ
た
第
９
回
沖
縄
国
際
映

画
祭
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
佐

賀
県
内
で
舞
台
と
な
る
の
は
伊

万
里
が
初
め
て
で
す
。

　
物
語
は
、
秘
窯
の
里
・
大
川

内
山
に
住
む
５
年
生
の
野
球
少

女
『
ま
り
』
が
ヒ
ロ
イ
ン
。
無

職
で
野
球
好
き
の
父
と
、
焼
き

物
職
人
の
祖
父
と
の
３
世
代
の

家
族
の
絆
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
伊
万
里
市
長
が
『
甲
子
園
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
か
ら
物
語
が
始
ま
り
、
父

は
娘
の
甲
子
園
で
の
活
躍
を
夢

想
し
て
『
ま
り
』
を
徹
底
的

に
指
導
し
ま
す
。『
ま
り
』
も

期
待
に
応
え
よ
う
と
努
力
し
、

チ
ー
ム
内
で
は
守
り
の
要
の
正

捕
手
の
座
を
勝
ち
取
り
ま
す

が
、
結
果
的
に
自
分
が
守
る
べ

き
も
の
は
『
伝
統
』
だ
と
気
づ

き
、
伊
万
里
焼
の
職
人
の
道
に

進
む
こ
と
を
決
意
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。

　
撮
影
は
２
月
中
旬
か
ら
国
見

台
野
球
場
や
大
川
内
山
な
ど
で

あ
り
、
私
も
市
長
役
で
出
演
し

ま
し
た
。
特
に
ヒ
ロ
イ
ン
の
妹

分
の
チ
ー
ム
メ
ー
ト
役
を
黒
川

小
３
年
の
松
園
心
響（
み
こ
と
）

さ
ん
が
演
じ
て
い
て
、
存
在
感

の
あ
る
キ
ラ
リ
と
光
る
演
技
を

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ほ
か
に
も
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
や

東
山
代
少
年
野
球
の
選
手
た
ち

も
登
場
し
て
お
り
、
中
村
周
一

監
督
の
手
に
よ
っ
て
地
域
の
魅

力
が
存
分
に
凝
縮
さ
れ
た
短
編

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
映
画
祭
で
は
上
映
後
の
舞
台

挨
拶
の
あ
と
、
那
覇
国
際
通
り

の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
多
数

の
観
衆
が
見
守
る
な
か
、
出
演

者
と
と
も
に
伊
万
里
の
法は

っ

被ぴ

を

着
て
歩
き
、Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
ぜ
ひ
伊
万

里
か
ら
甲
子
園
に
出
場
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
伊
万
里
焼
の
後

継
者
も
育
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
な
ん
と
も
市
長
は
欲
ば
り

な
の
か
、
ま
さ
か
映
画
は
そ
れ

を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か（
笑
）。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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新天町666（伊万里駅前）20120‐316‐7832

待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
・
心
配
ご
と
な
ど
の

電
話
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
を

延
長
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▽
６
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
７
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
電
話
相
談
窓
口
の
通
常
開
設
時

間
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

●

相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

●

受
付
電
話
番
号

　
０
１
２
０
‐

０
０
７
‐

１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）で
す
。

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

広告

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

試

験

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
長
が
直
接
町
へ

出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
夢
や
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
平
成
29
年
度
か
ら
策
定
す
る

『
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
の

参
考
に
し
ま
す
。

●

日
時
・
場
所

▽
６
月
22
日
（
木
）　立
花
公
民
館

▽
６
月
26
日
（
月
）
波
多
津
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

●

意
見
交
換
の
主
な
内
容
　

▽
人
口
減
少
へ
の
対
応
（
対
策
）

▽
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
地
域
活
動
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

▽
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

▽
各
町
に
お
け
る
課
題
　
な
ど

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

●

受
付
内
容

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご

お
知
ら
せ

市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里

の
夢
づ
く
り
』
座
談
会

と
、
女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権

問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
６
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
山
代
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

山
本
　
和
良
さ
ん

武
藤
　
勝
治
さ
ん

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
空
き
地
な
ど
に
雑
草
や
樹
木
が

繁
茂
す
る
と
、
害
虫
の
発
生
や
ご

み
の
不
法
投
棄
を
招
く
な
ど
、
近

隣
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
所
有
・

管
理
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
に

草
刈
り
や
樹
木
剪せ
ん
て
い定
を
行
う
な

ど
、
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

　
６
月
26
日
か
ら
７
月
2
日
ま
で

は
、『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
』
で

す
。
期
間
中
は
、
い
じ
め
や
虐

無
料
特
設
人
権
相
談

水道週間　６月１日〜７日　

◆平成 29 年度スローガン ◆

   『あたりまえ
　　　 　そんなみずこそ
　　　　　　　　たからもの』

● 水道に関する問合先
　水道部管理課
　（　 ☎㉓５４００)

空
き
地
な
ど
は
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
』
強
化
週
間

お

知

ら

せ

募

集
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●

演
奏
曲
目

　『
弥
生
の
曲
』、『
春
の
海
』
ほ
か

●

ゲ
ス
ト
出
演

　
大
河
内
淳
矢
（
尺
八
）

●

賛
助
出
演
　
市
日
本
舞
踊
協
会

●

料
　
金
　

　
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
１
０
０
０
円

　
当
日
チ
ケ
ッ
ト
１
５
０
０
円

●

問
合
先
　
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｓ
・
伊
万
里

　
古
川
（
☎
㉒
７
３
６
０
）

●

日
　
時
　
７
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
開
会

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

●

参
加
資
格  

中
学
生
以
上
の
市
民

　
７
月
31
日
（
月
）・
８
月
３
日

（
木
）・
７
日
（
月
）・
10
日
（
木
）

●

受
講
料
　
１
組
２
０
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
３
０
０
０
円
が

必
要
で
す
。

●

募
集
人
数
　
10
組
程
度

●

募
集
期
限
　
７
月
14
日
（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

《
共
通
事
項
》

●

時
　
間

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊

に
住
む
小
・
中
学
生
の
親
子
（
祖

父
母
も
受
講
可
能
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

●

日
　
程
（
全
47
回
）　
７
月
25
日

　（
火
）
〜
平
成
30
年
２
月
８
日

（
木
）
の
毎
週
火
・
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
〜
９
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象

　
聴
覚
障
害
福
祉
に
理
解
と
熱
意

が
あ
る
人

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
25
人
程
度

●

応
募
方
法
　
電
話
ま
た
は
来
庁

●

募
集
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福

　
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

種
　
目
　
一
般
（
混
合
）
の
部
、

女
性
の
部
、シ
ニ
ア
（
混
合
）
の
部

●

チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
　
４
〜
９
人

●

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●

応
募
方
法
　
体
育
保
健
課
ま
た

は
各
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
記
入
し
、
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
６
月
19
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先

▽
各
町
公
民
館

▽
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

《
親
子
お
菓
子
づ
く
り
教
室
》

●

期
　
間
（
各
期
全
３
回
開
催
）　

▽
第
１
期
　
７
月
25
日
（
火
）・
28

日
（
金
）・
８
月
１
日
（
火
）

▽
第
２
期
　
８
月
４
日
（
金
）、
８

日
（
火
）、
11
日
（
金
）

※
１
組
に
つ
き
第
１
期
・
第
２
期

ど
ち
ら
か
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

●

受
講
料
　
１
組
２
５
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
２
５
０
０
円
が

必
要
で
す
。

●

募
集
人
数
　

　
第
１
期
・
第
２
期
各
18
組

●

募
集
期
限
　
７
月
11
日
（
火
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

《
親
子
や
き
も
の
づ
く
り
教
室
》

●

期
　
間
（
全
４
回
開
催
）　

広告

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

暮らしのチャンネル

●

日
　
時
　
６
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

演
奏
曲
目
　
混
声
合
唱
の
た
め

の
ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
『
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
』
ほ
か

●

ゲ
ス
ト
出
演

　
西
村
美
和
（
二
胡
）、
伊
万
里
少

年
少
女
合
唱
団

●

問
合
先
　
伊
万
里
合
唱
団 

浜
口

（
☎
㉒
３
１
４
６
）

●

日
　
時
　
６
月
11
日(

日)

午
後
２
時
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　６月 21 日（水）

　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センター・リハーサル室

②お誕生会（要申込）
６月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　６月 28 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
参
加
者

伊

万

里

合

唱

団

定

期

演

奏

会

募
　
　
集

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム

手

話

奉

仕

員

養
成
講
座
受
講
生

箏

と

尺

八

あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト

試

験
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が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
長

か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
を

受
け
た
人

●

募
集
期
間
　
６
月
19
日
（
月
）

〜
７
月
31
日
（
月
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日
　

　
８
月
９
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

日
　
時
　
７
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
　
試
験
開
始

試
　
　
験

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

暮らしのチャンネル

●

開
催
日
　
７
月
２
日
（
日
）

●

場
　
所
　
佐
賀
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
（
多
久
市
）

●

競
技
部
門
　
男
子
一
般
の
部
、

男
子
60
歳
以
上
の
部
、
女
子
の
部

●

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
以

　
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

●

参
加
料
　
１
５
０
０
円

※
別
途
、
プ
レ
ー
代
が
必
要

●

募
集
期
限
　
６
月
22
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ポ
ー
ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事

務
局
（
☎
㉒
５
１
２
３
）

募
　
　
集● 日　時　６月 25 日（日）

午前 11 時〜午後３時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の

みに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に

伊万里市に住む意思がある 30 代・40 代の
独身の人

● 参加料　2,000 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 16 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　６月 15 日（木）

① イタリアンでランチ会

婚活イベント♥ ♥

●

募
集
訓
練
科
・
人
数
　

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

▽
電
気
シ
ス
テ
ム
施
工
科
　
15
人

●

訓
練
期
間
　
９
月
５
日
（
火
）

〜
平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

※
毎
月
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
』

を
実
施
中
。
平
日
は
、
施
設
を

見
学
で
き
ま
す
（
無
料
）。

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　
新
た
な
職
業
に
就

こ
う
と
す
る
人
で
、
受
講
意
欲

30 代・40 代限定

●

場
　
所
　
佐
賀
大
学
本
庄
キ
ャ

ン
パ
ス

●

受
付
期
間

▽
書
面
申
請
　

　
６
月
13
日
（
火
）
〜
23
日
（
金
）

　
当
日
消
印
有
効

※
申
請
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
や

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▽
電
子
申
請

　
６
月
10
日
（
土
）
〜
20
日
（
火
）

※
20
日
（
火
）
は
午
後
５
時
ま
で

※
申
請
方
法
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
消
防
署
消
防
３
課

（
☎
㉓
２
１
１
８
）

● 日　時　７月 16 日（日）
午前 10 時〜午後３時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に
伊万里市に住む意思がある 20 歳以上の独身
の人

● 参加料　2,500 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 12 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　７月６日（木）

② クルージングとバーベキュー

県
体
ゴ
ル
フ
競
技

市
予
選
会
出
場
者

消
防
設
備
士
試
験

● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

海で恋活♥

《 ①・②共通事項 》

試

験

広告
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暮らしのチャンネル

６月の巡回日

図書館☆ (ほし）まつり 開催

『旅人よ  どの街で
   死ぬか。  男の美眺』

伊集院静／著
集英社

５・12・19・26 日、22 日（館内整理休館）

６月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

13 日
・

27 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ ６日
・

20 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

７日
・

21 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

14 日
・

28 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ ９日

・
23 日
（金）

波多津公民館 11:30~

１日
・

15 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ ９日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ 23 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

２日
・

16 日
・

30 日
（金）

南波多公民館 11:20~ ８日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、

会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

２日
・

30 日
デ イ な が や ま 14:40~

16 日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

『うみのとしょかん』
葦原かも／作

　　森田みちよ／絵　　
講談社

　
穏
や
か
な
海
の
底
で
み
ん
な
ゆ
う

ら
り
と
好
き
な
本
を
読
ん
で
い
る
海

の
図
書
館
。
本
は
海
草
で
で
き
て
い

る
か
ら
水
の
中
で
も
大
丈
夫
。
図
書

館
で
は
争
い
も
な
く
、
安
心
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
本
好
き

な
ア
オ
ザ
メ
は
、
読
み
終
わ
る
と
ヒ

ラ
メ
に
「
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
を
」

と
声
を
か
け
る
の
で
す
。

　
時
間
や
お
金
の
許
す
限
り
、
い
ろ

ん
な
国
を
旅
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
著
者
は
旅
を
し
な
が
ら
、
も
し
か

し
て
旅
先
で
自
分
の
時
間
が
終
着

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
旅
先
で
行
っ

た
し
ら
な
い
街
で
死
ん
で
も
構
わ
な

い
と
思
う
ほ
ど
に
著
者
が
行
き
た
い

旅
先
と
は
？
そ
し
て
著
者
が
語
る『
大

人
の
男
』
と
は
？

▷日　時　７月８日（土）・９日（日）
　　　　　　午前 10 時〜午後４時
▷催　し　お茶席、おはなし会、手紙教
　　　　　室、人形劇　ほか
▷音　楽　伊万里少年少女合唱団、いす
　　　　　の木合唱団　ほか
▷展　示　俳句、押し花、生け花、布絵
　　　　　本　ほか
▷販　売　古本市、手作りお菓子、雑貨
　　　　　ほか

22 回目を迎えた『図書館☆ ( ほし）
まつり』を一緒にお祝いしましょう。

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

TEL 0955-22-5188
FAX 0955-22-5189

http://www.yamain.com/
post@yamain.comYAMAGUCHI

PRINTING

CO.,LTD
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暮らしのチャンネル

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
３
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
６
月
22
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
11
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
６
月
８
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
25
年
10
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
６
月
15
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
28
年
11
月
生
ま
れ

６
月
６
日
（
火
）

▽
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ

７
月
５
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　６月 19 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　６月 16 日（金）
　午後３時〜４時 30 分

◆内　容　予防接種、スキンケ
ア、歯の健康、乳幼児揺さぶ
られ症候群について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　７月４日（火）
　午前９時 30 分〜午後３時

※予約が必要です。

◆日　時　６月 13 日（火）
　午前９時〜正午、

午後１時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

　 市 民 健 康 相 談　

　がん治療を受けている人・受けていた人へ
かつら購入費を補助します

● 対象者　抗がん剤治療の副作用に伴う脱毛によりかつらを購入する人
で、次の①〜④すべてに該当する人

①がんに係る医療を現在受けている人または過去に受けていた人
②市内に住所がある人で、補助金の交付の申請日から起算して過去１年

以上引き続き市内に住所がある人
③市税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の滞納が

ない人
④過去にこの補助金の交付を受けていない人
● 補助金額　かつらの購入費用などに対し、上限 15,000 円
● 申請方法　かつらを購入した日から１年以内に、下記の書類を健康づ

くり課へ提出してください。
 ・がん患者かつら購入費補助金交付申請書兼請求書
 ・かつらの購入に係る領収書の写し
 ・がん治療受診証明書
 ・がん治療受診証明書の取得に係る領収書の写し

　不妊治療費用を補助します
● 対象者　市に住民登録し、１年以上居住している夫婦で、夫婦の前年

の所得合計金額が 730 万円未満であること
● 補助対象　健康保険が適用されない人工授精や体外受精、顕微授精な

どの不妊治療に要した費用
● 補助金額　上限 10 万円　※ 申請は年度内１回のみです。
● 補助期間　通算５年間
● 申請方法　次のものを持参して申請
 ・補助金交付申請書　・受診等証明書　・補助金交付請求書
 ・治療費の領収書　・印鑑　・住民票謄本　・申請者名義の通帳
※申請書などの様式は、健康づくり課に備え付けているほか、市ホーム

ページからダウンロードできます。

　おいしく食べ、健康な毎日を送れ
　るよう歯科ドックを実施します。
　●対象者　年度内に 65 歳の誕生日

を迎える人
　●健診内容　歯周疾患検診、パノラ

マＸ線撮影、口腔がん（粘膜）検診
など

　●受診施設　県内の登録歯科診療所
　●料　金　無料
　●申込方法　佐賀県健康増進課に電

話で申し込む
　　☎０９５２　７０７５
　※定員になり次第受付を修了します。

６５健診（歯科ドック）

25

試

験
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暮らしのチャンネル

6 月の市民相談6 月の行事

道路、税金、年金、福祉など、国などの役所の仕事

について疑問や要望はありませんか。市では、総務

大臣に委嘱された行政相談委員２名が相談に応じて

います。４月から新しく多久島美隆さんが行政相談

委員となられました。お気軽にご相談ください。

行政相談委員の紹介

● ほほえみ広げてふれあいステージ

　３日（土）午後１時開演 

（☎ ㉒３９３１）

● 徳田千佳子門下生によるピアノ発表会

２０１７

　４日（日）午後２時 15 分開演 

（☎ ㉓８８６８）

● あじさいコンサート

　11 日（日）午後２時開演

（☎ ㉒７３６０）

● 伊万里合唱団定期演奏会

　18 日（日）午後２時開演

（☎ ㉒３１４６）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　18 日（日）午後２時 30 分

　『うごくえほん　チルビー　

ゆうき、いっぱい！の巻』（58 分）

● 男女協働パネル展〔企画展示室〕

　23 日（金）〜 30 日（金）

● 日本レミコ押し花教室作品展

〔展示コーナー〕

　29 日（木）〜７月９日（日）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（14 日・28 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

※ 人 権 擁
護委員の日
の相談は面
接室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（１日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（15 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（６日・20 日）

午前10時〜
正午

人権擁護委員
の日

第１木曜日
（１日）

午前10時〜
午後５時

消費生活相談 月〜金曜日

午前10時〜
午後４時

※ 正午〜午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（16 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（８日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（９日・25 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（22 日）

午前10時〜
午後３時 面接室

福祉課社会
福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日 午前９時〜

午後３時 30分
福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約 月・水・金曜日 午前 ９ 時〜

午後４時
相談電話番号 
㉒６７６３

72

『グリーンカーテン』の準備をしませんか
梅雨が明けると日差しが強い夏がやってきます。そんな夏の直射日光に

よる室内温度の上昇を防ぐには、葉の十分に茂ったグリーンカーテ
ンが効果的です。日射の熱エネルギーの約 80% をカットする遮

しゃ

蔽
へい

効
果があります。ちなみにすだれの遮蔽率が 50 〜 60%、高性能の遮蔽
ガラスでも 55% 程度だとのことで、いかにグリーンカーテンが優れて
いるかが分かりますよね。実のなる植物などを植えれば収穫も楽しみに。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 環境省グリーンカーテンプロジェクトのホームページ
　 　　　https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/green/index.html

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験
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● 発行日／平成 29 年 6 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

平成 29 年 5 月１日現在
● 人口　55,835 人　 （−   74）
　　男　26,881 人　 （−   27）
　　女　28,954 人　 （−   47）
● 世帯　23,166 世帯（＋   43）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 40 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

かわちの　夢の市

竹の古場公園　つつじ祭り

５月５日、滝川内の竹の古場公園で『つつ
じ祭り』が開催されました。咲き誇る１万
本のつつじがたくさんの来場者をお出迎
え。名物『つつじ餅』や地元の特産品の販
売コーナーなどが並んだほか、『琉球太鼓』、

『明星太鼓』の演奏などが披露されました。

川内野の夢耕房たきのでは、『夢の
市』が行われました。直径 1.6 ㍍
の大きな元気鍋でつくる黒米だご汁
や、黒米を使った加工食品などが販
売され大人気。また、ピザ作り体験
やラムネ早飲み競争、ビンゴゲー
ムなども催され、会場は多くの家
族連れなどでにぎわっていました。

＆

なかなかつかめない早飲みのコツ

多くの来場者でにぎわう会場

うまくピザの形にできるかな

息がぴったり合った『明星太鼓』の
演奏

躍動感あふれる『琉球太鼓』

竹の古場でもモーモちゃんは大人気

　
高
校
野
球
を
取
材
し
ま
し
た
。
小
さ

い
こ
ろ
は
テ
レ
ビ
で
の
野
球
観
戦
が
大

好
き
で
甲
子
園
出
場
を
夢
見
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
す
っ
か
り
野
球
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
私
。
取
材
な
ど
務
ま
る
の

か
と
不
安
を
抱
き
つ
つ
国
見
台
へ
。
野

球
場
に
入
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
『
記

者
室
』
と
い
う
部
屋
が
あ
っ
て
特
等
席

か
ら
観
戦
で
き
る
で
は
な
い
で
す
か
。

不
安
も
ど
こ
へ
や
ら
、「
こ
り
ゃ
あ
お

も
し
ろ
か
」
と
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
る
う
ち
に
試
合
は
終
了
。
球

児
た
ち
の
す
が
す
が
し
い
プ
レ
ー
に
感

動
し
た
私
は
、
ま
ず
ま
ず
の
写
真
も
撮

れ
、
満
足
し
て
野
球
場
を
後
に
し
た
の

で
し
た
。
さ
て
、
甲
子
園
に
憧
れ
た
は

ず
の
私
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
立
派
な

（
？
）
少
年
剣
士
と
な
り
ま
し
た
。
次
は

剣
道
の
大
会
で
も
取
材
し
て
み
る
か
。

４
月
か
ら
広
報
作
り
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
忠
）
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